
1 出力共通項目

an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・更正請求番号　１１桁
・通知番号　１１桁

2 通知年月日
n 8 M

本業務が行われた年月日を出力

3 通知番号
an 11 M

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

4 納税者コード
an 17 C

輸出入者コード 関税等更正請求Ｄ
Ｂ

5 納税者名
an 70 M

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

6 納税者郵便番号
an 7 C

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

7 納税者住所１（都道
府県） an 15 M

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

8 納税者住所２（市区
町村（行政区名）） an 35 M

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

9 納税者住所３（町域
名・番地） an 35 M

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

10 納税者住所４（ビル
名ほか） an 70 C

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

11 納税者電話番号
an 11 M

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

12 税関事務管理人コー
ド an 17 C

輸出入者コード 関税等更正請求Ｄ
Ｂ

13 税関事務管理人受理
番号 an 10 C

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

14 税関事務管理人名
an 70 M

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

15 輸入取引者コード
an 17 C

輸出入者コード 関税等更正請求Ｄ
Ｂ

16 輸入取引者名
an 70 C

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

17 代理人コード
an 5 C

利用者コード 関税等更正請求Ｄ
Ｂ

自社通関の場合は、スペースを出力

18 代理人名
an 50 M

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

19 通関士コード
an 5 M

通関士コード 関税等更正請求Ｄ
Ｂ

代理人コードによりシステムに登録されている通関士コー
ドを出力

20 納税者（入力）
an 12 C

輸出入者コード 関税等更正請求Ｄ
Ｂ

入力した納税者コードが変換された場合に出力

21 輸入取引者（入力）
an 12 C

輸出入者コード 関税等更正請求Ｄ
Ｂ

入力した輸入取引者コードが変換された場合に出力

22 請求年月日
n 8 M

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

23 更正請求番号
an 11 M

24 税関官署長名
j 36 M

あて先官署コードによりシステムに登録されている税関官
署長名を出力

25 請求事項

j 200 M

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

更正請求理由コードにより以下の通り出力
１：「適用税番・税率の誤り」
２：「課税標準の誤り」
３：「申告数量の誤り」
４：「税額の誤り」

26 更正をしないことの
理由 j 400 M

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

27 付記事項・その他
j 400 C

関税等更正請求Ｄ
Ｂ

出力条件／形式

出力情報名（出力情報コード）
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